
                                      

 

平成 31年４月 19日 

                    資料へのお問合せ先 

                          奈良市教育委員会 教育部 

                          文化財課 史料保存館 

                                                    電話 0742-27-0169 

 

 

史料保存館 企画展示 

古絵図をみる-奈良の絵図いろいろ-  
  

近世には、目的に応じていろいろな種類の絵図が作成されました。たとえば国政や地域支

配の基本資料として幕府が作らせた国絵図や、各藩が作った藩領図・郡図、さらに細かく町

や村を図示した町絵図や村絵図などです。また、17 世紀頃から各地で地誌編纂が盛んにな

るなかで刊行されるようになった都市図、さらに社寺参詣や名所見物などが庶民にも広く

浸透すると、旅行者を対象にした神社仏閣や名所旧跡の案内図も作成されました。 

絵図には、視覚的にその地域や目的地をイメージできるという、古文書のような文字中心

の史料にはない魅力があり、また図だけでなく書き込みや刊記なども含めて、地域や領域に

関する色々な情報が詰まっています。 

今回の展示では、館蔵の絵図史料から、近世に作られた奈良に関わるさまざまな古絵図を

展示して、古絵図から近世の奈良を紹介します。 

 

 １．開催概要 

会  場  史料保存館 展示室（奈良市脇戸町1-1） 

 

会  期  平成 31年 4月 23日（火）～令和元年 7月 21日（日） 
       前期 ４月 23 日（火）～６月９日（日） 

       後期 ６月 11 日（火）～７月 21日（日） 

      ※展示史料一部入替 

        

開館時間  午前９時～午後５時（入館は午後４時半まで） 

              

休 館 日  月曜日・祝日の翌平日（祝日は開館） 
      （４月 27日（日）から 10連休は開館 

       ５月７日（火）・７月 16日（火）休館） 

        

入 館 料  無料 

    

展示解説  史料保存館で、館員による展示解説を２回 

            行います。約30分の予定。申し込みは不要 

      です。 

 ［日時］  ①５月12日（日）午後１時半～  

       ②７月２日（火）午後１時半～ 

 
史料保存館・奈良町にぎわいの家の場所 

報道資料（奈良県文化記者クラブ、奈良市政記者クラブ同時配布） 



２．展示の見どころ 

 今回の展示では、ひとつの町を描いた町絵図から、奈良町全体を描いた図、さらに奈良町

を含む大和一国を描いた大和の国絵図、そして日本全体を描いた日本地図へと、見る人がひ

とつの町から日本全体へと、だんだんと地域を見る視点を拡げながら、さまざまな絵図を楽

しみ、そこにどのような情報が見いだされるかを紹介するような展示構成で、前・後期あわ

せて 11点の絵図を展示します。 

   町を描いた絵図は、芝新屋町他３町の絵図を展示します。これらの町絵図は、近世の町の

かたちや人々の暮らしを知ることができる貴重な史料です。奈良町全体を描いた図は「和州

南都之図」で、これは展示史料中、もっとも古い絵図で、東大寺大仏殿落慶供養の見物客の

需要に応えて作られた木版刷りの案内図です。「奈良町絵図」は、手書きの彩色図で江戸時

代中期の奈良町の景観を描いています。また、大和の国全体を描いた「大和国細見図」（版

図）や、奈良の板元である絵図屋庄八が刊行した「大日本国郡全細見図」は、国内の諸街道

と街道筋の村々、各藩の領主や石高などが細かく記されている日本全図です。 

  その他、社寺参詣など観光地として知られていた奈良には欠かせない旅の案内図として、

「和州奈良之図」「大和巡りひとり案内図」も紹介します。 

 

３．展示関連イベント 

にぎわいの家出張展示「タイムトラベル奈良町～古絵図をみる～」 

 「古絵図をみる－奈良の絵図いろいろ－」展開催に合わせ、展示開催を多くの人に知って

もらうために、奈良町にぎわいの家において、奈良町の絵図史料及び展示関連した史料の一

部を出張展示し、あわせて史料保存館員による史料解説を行う。 

   日 時 ６月 16日（日）  午後２時～４時 

               （館員による展示解説は午後２時から 30分程度） 

   会 場 奈良市中新屋町５  奈良町にぎわいの家 

   費 用 無料 

   申 込 不要 

 

４．告知方法  市ホームページ・twitter・関西文化.com・しみんだより４月号・ 

     チラシ配布・報道機関及び歴史街道推進協議会への情報提供、 

     周辺施設への広報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



展示予定史料（すべて前・後期とも展示） 

  

（１）芝新屋町惣絵図 天保６年（1835） 65.0cm×94.0cm 

   

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）和州南都之図 宝永６年（1709） 95.0cm×60.0cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町絵図は、奉行所などが各

町の町役人につくらせたもの

です。芝新屋町は、かつて元興

寺の伽藍があったところに発

展した町です。町の中央を南

北に道が通り、この道に沿っ

て約 20軒の町家が建ち並んで

います。南と北に木戸が設け

られ、南の木戸の近くには髪

結床がみられます。 

 

 宝永６年（1709）に行われた、東大寺大仏

殿落慶供養の見物客の需要に応えて作られ

た木版刷りの案内図です。 

 図は東を上にして町屋を黒く塗り、道路

上に町名を記しています。東は忍辱山、南

東は鹿野園、南西は郡山・矢田寺、西は富

雄・霊山寺、北西は秋篠寺、北は奈良坂ま

でを範囲としています。興福寺・東大寺の

諸院・諸坊は符号や数字で図中に示し、上

下に列記された一覧（興福寺 96、東大寺 33）

と対応しています。 

 現在知られている奈良町の絵図では、寛

文６年（1666）の『和州南都之図』（南都尾

崎三右衛門開板）が最も古く、本図はその

改訂版です。 



（３）奈良町絵図 江戸時代中期   76.0cm×90.0cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）和州奈良之図 天保 15年（1844） 43.0cm×56.0cm 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この報道資料に掲載している写真は、データ提供することが出来ます。 

問い合わせは秘書広報課へ。 

 江戸時代中期の奈良町を描いたと

考えられる手書きの彩色のある町絵

図です。町名や寺社名、川や池、水

路、町木戸の位置などが細かく描き

こまれています。町の周囲は柵で囲

まれ、町場と農村域が分けられてい

ます。これは「鹿垣（ししがき）」と

いい、鹿の害から農作物を守るため

に作られたものです。 

 

 奈良の絵図屋庄八が、天保 15 年

（1844）に作成した版図です。奈良奉

行所を中心に東を上に描き、町名や寺

社、川、池などが書かれています。ま

た、吉野・高野・京都・大坂・河内な

ど東西南北の里程を付し、奈良八景、

南都七大寺、社寺の年中行事・祭礼な

どについても紹介している名所案内

用の絵図です。 


